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限
。 制
る の

す

一 の

五 範

九

北 地こ北災。

、
で

内
囲

海 方ろ３対

規 治よ西室 道 自に条策

。丁子線 則 法る６原内

第 施
行目力

令安－ 号全 。

課 下
和策 以
昭対

年

。 総後積
む 階午見

政財

た
の 防時っ

） 合２も

災
対分契

に

防額５

室金の

策約分

災

る

員税す

絡費当

連消相

さ課３

北加止策北
室及

告資て西

道るれ条

海す
い目

第をな丁

示格い６

こ。

にると

号すこ

９有

の
低

最

道
る

す。
定と

規

則
第規
令務

を
格

価

地以
び額

第い
）と
号」

物
の

税札
費入
消の

方上

入
購
の

品



定 北

自年め 海

度ら

男平

道

第れ

衛 子成

告隊
３た 示

次。

法 年

第施
２ 行 月

等 令 １

陸 号 日

士

北 海

士 北

自、 海

衛２平 道

隊等成 告 こ詳

法海 示 の細

施士年 第

行及８

入は
札、

令び月 の入

２ 号 執札
行説昭等日

道 公 報

名所

捨税相業契

イアイ

す札でに

て事当落者約
す在 金者る者あ関

た業
あ額なかる

額で金とる

をるをっを事称地

）

第

落額

提開に入る

そ号ア

のの札 出げ金を

札掲札
定 場入に算

時決 る額加

他及るた

おに 札係し

に

当 所

号

札札提

入入

平参参
成加加出
十申希
四込望期
年書者

八昭 のは限

）２
和 火、

士
政 ら海

年 か等
令
び
第 月及

日２
等 号

）士 第

火空 ）

ま採

士

は明和空

条 で用

、書

話開よ政募

電公に年の

号る。第期

番する令集
間 。

が 号
の ） －次
第と
お －

条り

札者しを

もか入た申務

て税書は出担北郵

っ免

道番

落事に、る当海便

とる総号

札業記落こす

です決。組務

価者載札

格
とある定織部

するこ後の総－

るかと速名合

のを。や称防

わにび対北

で問か及災

こ費額

てた び消金

い

、

２て 郵北の税

、っ

告の該

には 便海公等当
入 号総に取金

規、 番道

す札 務定扱額

定

部めいに る書

合入円

資に －総る１

格記

防札未 を載
れ 北対関の

有さ 災に満

し

月提、

三出次

十に平

日よ成
り

の月
定９

所年

金

札日
入５

曜

加
参

日

験
及試

項の
１験

第試

申

道日 第 海期 び 北
知、

等 定

堀場 規
験 の

事試 条

の定

次 よ
が に

よた
にれ 線定ら 内規め

、

－り。
平
成

入ず消所策海

３
第
度
年

税地原札

札、費在室道

の力市

参積等子幌

に見

税全央

すっ課安中

加も

業策北

者契事対区

るた
額で条

、金者課３

は約

る６

費のあ西

消
税

か丁

室る数

なた 海策す端
等

あ

者額 札原条が

い金 道

当 市力にる

のに 幌子件

全反き た該 中安違と し

、 札額 区対しは 入金 央
３課入そ 、の 北策た
財 条札の

６、数 の 規 西は端 分 務

出
提

を
書

込

丁無金 ５ 則

と 、

達の り

。
と
こ
る
す

募自安自募

成り

也お 平

衛集衛募衛集

島自沢自
集隊事隊集隊事

募衛募
札事札務札事札務

集隊
務幌務幌所幌務幌所

事

等
２
次

所地所地地所地

海自自牧自募自募自

陸

隊

上衛衛出衛集衛集衛
務札

自隊隊張隊事隊事
幌所幌

衛札札所札務札

地地地地地

隊幌幌幌所

係免 の に、目 分

余

税 る
同同同同同同同

課に事

第

滝美岩北幌倶静苗

同

目効額 に
相 とを

２

。
各るすり

す切 条当

験上

次平試名陸同同同

場自

の成
期

名隊

間年の衛

に

平試
１

お月称札東真丘

期

成験

連連

方方方方

月
８
年日

部部部部

絡絡絡絡

連連

１千

見川知歳

岩滝倶千

川訓田歳

バ岩ビ滝業虻

タ沢２市練郡市

ス見ル
大セ倶錦

方方
ミ２町ン知町

ー市

防連連連連連

市方方方

部部部部

備絡絡絡絡絡

小蘭樽広

苫室小北

隊部

樽広

余札苫ル室１小北

市市島

市幌小１蘭

北

余南市東稲市

郡市牧

恵別知内穂
市区表町穂

駐沢庭駐安駐分

川唄見

地

屯屯駐駐屯駐屯屯

駐

地地地

地地屯屯地屯地
内幌

滝美岩恵登虻静札

市郡郡市

川唄見庭別田

市柏緑倶静東

市市沢市

町美日木町知内区

泉字

歳内駐

い１及幌千駒珠

、位屯駐駐屯

て日び駐

）地地

受火置地屯屯地

にら
時か称

付
指

幌歳幌

定月位札千札同

す
日中祝南東

る日市市市

火央梅区区

ー町丁

ナ条１タ安４

日

４５目１南目

ル西丁

３ 丁８

東１

目－条－

８
西市１

川目

地滝丁

番１

村職－

１丁丁町

町真町２１進
丁

町内丁目目１

港駒
目 番

８２

外１－－目

地－

央

田ビ中

神井
石２

６－

ビル

唄の町３安町苗

－町字穂 出

１字浦町 台

丁

－４高和７

１丁砂

目 目

１ 番番
号 ２１ 地

真丘 ）区

駒珠 ま南

内町 で

条
西

置
目

丁

海
北

電

一道

六知

〇

堀
事

－－－－

－－－－

－ － －－－－

－－－－－－

－ －－－－ －－－

－－－－－－－－

－－ 話－ －
番－－－－

号

也
達



集衛野

募自募自募自良

集衛集衛

平 事隊事隊事隊募

成 務旭務旭務旭集

十 所川所川所川事

四 地地地務

年 方方方所

八 連連連

北 海

張衛

陸陸同航自自出自

自隊隊所隊

上上空衛衛
川川

衛衛衛旭旭旭

自自
留遠稚地地地

隊隊隊川
連連

富萌軽内方方方

上
良駐駐分連

道 公 報

上

募自募自募自募陸同

隊案自

集衛集衛集衛集

函務函内衛

事隊事隊事

館所館所館所隊

務函務
方方川寄

地地地旭名

所
連連連駐駐

方

第

衛

自募自募陸自自募自
事隊

衛集衛集上衛衛集
函務函

隊案隊案自隊隊
館館所館

札内札内衛函

地函地地地

幌所幌所隊
連連連

方方館方方方

地
連連駐

号

隊集

衛集衛募

自募自幌

幌所幌内

札務札案

隊事
連連

方方

地地所

月 絡絡絡

三 部部部

十 留紋上

日

萌別知

留紋空

萌別富

金

開潮上

市市郡

曜

町町良

運見富

日

野屯屯屯絡絡絡

１１野

地名稚

駐地地基部部部

留紋稚旭名稚

地寄内

屯

市市

知萌別内川寄内

空

遠恵春西大

郡市郡市市

４

富ヶ軽比光１黒

上緑

５無南丁

良丘町須町条

地地

絡絡絡屯屯
野町向

名

金差館

今江函

部部部

山館川寄

瀬檜函旭

今江千春字

郡郡市市市

町町町町淵

金差歳光内
国 字字

地部部部

絡絡屯絡絡絡

似寒前雲

琴月松八

部部

函同松山 同－札

八

市市郡郡

３幌館前越

野野前雲

西琴豊広広松

区町町町町

区似平

琴

月６６字末

別札

江新

部部

絡絡

ビ 似

幌別

野厚

市市

別幌

江札
厚

町区

２

４２町

目目栄

丁丁町
－

１
目

５８丁

－－

－

丁６

町１遠丁番９目

－

２目－

南丁軽目地

町目

番 ４６
目地号

丁番１

－ －－

金神７無

今姥番有

－－

号番

－地 －
６

－－

石町 ル ３寒番番建広

条中 内
１央号号

－ 丁通－

２ 目８
丁
目
－
３ －

－－－

南

－別

－－

－
６
目

丁
２

－

－

－－－

海
北
道 連連

告 ２絡そ志絡

示 等部の願部

第 陸に他書に

・提類連

－－

海出の絡

－－－－－－－

３
験志最志寄提

自募受最

隊案手願寄願り出

衛集

市類

帯内続書り書の書

の市の・及

広所類の類

－－－
地

－－－－－
募

出自募自募自募自津
隊集

張衛集衛集衛集衛
務帯事

所隊事隊事隊事

所広所広務

帯務帯務帯

－－

地地地地所

広所広

－－－－－－－

衛衛

自募陸同同同自自

帯帯

隊案自隊隊

衛集上

地地

川所隊広広

旭内衛

地帯美別釧

－

隊事

衛集衛集

自募自募

川所川所

旭務旭務

隊事
地地

号

後こ

空は出る

・又提す

願すは。

志送又と

士郵
こ験

票る受

を所

）住

通。、

１と後

方請・郵区び
寄変

最を

役希所出

連求区送役提

帯、者町

部所望、先

絡

村あ役

・、村

広町は・

広ル場先又

帯ビ役て場

は明自

市２又をは

連

方方方方

５自記衛

西

部部部

絡絡絡絡

連連連

１

見室走標

北根網中

部
ン見室走津

ソ北根網標

命北松北中

生市市市郡

幌海路方方
ビ４本６標

絡

連駐駐駐駐連連

方広

地地部部

絡屯屯屯屯絡
釧帯釧

川路

旭釧

部地地
走付路広路

旭内帯網野

末

市市郡郡郡市市

川広

広

宮南美別釧西

下町幌海路

遠枝

部部

絡絡

連連

方方

遠枝

郡郡

別幸

紋枝

軽幸

・と

市た

のし

り更

軽幸

、速

所、

役は

区き

一 町や

六 ・か

一

し隊

又り

場寄

役最

村に

地返方

南隊た地

条衛
封部

目連用絡

丁方信連
求

２にに請

第部筒に

絡

いお
手こ

きて切る

せい円す

扱は。

りをと

取

２東４西町

ル条町条津

６丁２東

目条

丁目丁１

目

－８南
－
７

目

１丁

２－１

通南町町町条町

り７字西字南

丁 ８線田春別

中別保丁目 丁

目１ 目番

４番

地 弘１番 番 地－

済地

ルジ

ビエ

会

通町

見栄

岩新

町町

南
４
－

１
目地 丁番 ３

地地

隊隊

衛衛

自自

はの

方方

うっ
同

－。て
し

－封
、

－ －－ －
－－－－

－－－－ －－ －－

－－－－－－－－

－－

－－



３４５
期 験 岩岩了付

試終受受
及

験ののの願間

石石時
提受

取掘置び 書 採採措

関発関付

科に、に

北 海

１２
期
験 成験試試

平試試
地

月び験 び ８及験 及 年日
試試

場 日験験

道 公 報

採 北

採石 海

業

同同

道

務
石
告

管
法
示

理 第

者
昭
和 女韓に

試 ス国

験 号

イ人を
年 パの

第

双

の別画

行
興種映同同

ズ姉

妻いン子

興人なメ

会の・妹

出妻

号

道を成

海行平

北興
の

平青有
成少害年
十年興８
四保行月
年護と

八

先間

す破す時 出 育し日

令砕術

法破技

目る、る
験す成

事選的受出平日
及 項別な

び 、事希る
地と９
国 環汚項望こ年

２
の 保水に。月

民 境濁

す

日 関処在日
祝 全の所

に 係理

札萌び受

間所地所

時場
市、室票

成幌市根験

平

函内よ

年、稚市に

市、受

月館市り

江走者

日、網験

ちと
第 太たの

律 妻次
法

股
エお

施 第

仕し実 ） ロ激り 号

掛く
け、す

ら。 の

淫る 条

ー淫

い性サ

行

同新１
第

き

イル突 のサク芯

系癖

名ら
知

のり

夫く 題

ま

ト

制配新オ同

月成て

三条指

十例定

日す
和。

昭る
年

金

海
北

曜

条
道

日

令廃支）
関 法、る月

例

項及のら
る 事土庁か

す
法
律 をび経

含廃済日
昭 む石部

）た工）
和 。の商火

律 方法 積働で年 い労ま

差市に

並光曜第 法観日

す

午、室知

）町、通

金

知市る

前倶蘭

北

河

道か町浦

海時安、。

午見、

事正岩町

知ら、
、
、市

で市広

堀ま沢帯

像に
定 映

規 本

の 日項

旭

よ
成

平
、
り

するた度

あの害ある年

東 作ー

て全るとめ

っ健

又映 映 会 社ー 宝 会ピ 給

海
北は社画画

事定範部

知指の囲全

道

助情はけ

指を感又つ

堀

第

し長を道る 定著

規
の
項
１
第
条
４
第

）
号

に
定

び）日
曜に

採に土）

に課、号

掘提

該

開平開中北受北に
定

道道当 催催講 成川海海

郡

農な

年本立立し 期場資

所別農格

及

也、市
市路

達川釧

日

講１

留

北

家習 海

会平平 道

及成成

畜
告改
び 示良
そ年年 第

の８第

増
殖
修月１

、なお認第

青育そめ

年をがれ）

少成れら回
し 北

土お

８

海

が平 道

わ成

地 そ

告改
土 示良
地年 第

改８

法

の良月

激心の

達のくし刺義も
で

也暴性しを等 理粗、

６７

由性的、傷

受式写し。

提様影と受

出願９正

験 験第真た）

り
よ

よ５上手 書に縦面

次
、

４西大大者

月町業業い

里の

か美校校

日仙学学
在

ら

地生

月番学

で成

ま平

日１で

の

年

法

回 業 号

を
和験畜

昭試日家
工

律と人

法の）

年次牛

り授

第お
実精

昭

る成 第
す養 ）

施師 号

区 号和
の日

更
第変

律の
法 他款

年定

受工経

験労済を

関資可 ）

に働部認 号

し観源し 第

て光エた

不）ネ。 条

石こン身数

書採るセ半

類施。メで料

法とチ像
の受と

規トそ

行）ー、

験 、裏し

則ル

数 和４に受
手 昭横面、

セ撮験 料

年ン影願

通チ年書

の

す、も

定おる

規なあ
場り

日の限

休送に

る郵

者
の

み
込
見

間業

日卒

を

殖
増
良

改
畜
家
で

。講

北北 規
に

項
２

会 第

習 条
家

知知 る

道道 す

海海 定

課ル第

工

堀堀 人
畜

事事

の

点後ー項

な、ギ２

明
庁照定

あ支に規

が志課

り

き樽すよ

と小会に

る
労と平

、工こ、

は商る

寄働。成

最
り事

商メ月の
の務年

産ー日所

省ル氏欄 ） 業ト、定 円

第し及こ 、 令と名に は

号受年を 海

６、びれ 北

以願をり 収

。験齢は 道

提載け 証

下書記付 入

令前たこ で

省出しる 紙

け

。、付

くはけ

除合受
。

の成る

）平
午
９９
前年

一時月

六か

二

午
ら日

第
法

５）
後火

す
関

達達 に
精

授

規
の

条

庁又月

支所８

る

也也

経は

納

商道て

部海、

済北日

す

と月の。 付

」６もと

にるも

う内ある

い以で

で
時ま

）撮この

。

。の
で印
ま消

分の



様
紙

別

満

式 修の

平 業科

成 試目

十 験が

四 の２

年 合以

八 上

北 海

試１修

第

試１受平

試 験験 験の成条の業

第 の

同の

場に年２に験 資科

１にじ合

所同格第項目

。回規。格

じ

道 公 報

２

免）受受試

等等修アイ
科習

除も講講業験学実

は試日試試

者併者者の

該て決、時験験

にせの

す付講

当添定受験

第

家受別ら支林

イかに農
令 講 実習畜記撮庁省

講

式しを第 手 用人様影長

テ工

習キ授続にた経

る刺し。

ス精よ名由号

ト講

号

講
ア

受

目科

内 者科 以 講習 人学

格

数

月 基あ

三 準る

十 は場

日

又
、合
は
点受

点
点 満

金

全
下 で講 以

曜

目願 科 科
の

日

る
畜す準

家定基

目

授数
工間

人時
）講

牛受
講者

成た
養し

師達
精に

者る書成成

るす願平平

はこの

、と提年年

受。出

日日

免あ１１

講が月月
前後

目者午午

科た

除っ

めち時時

修う９１

をの

講の知下

精習受判て以

精用願も事

液会

に）提令

子テ書のに省
すと

査ス、を出」

検キ

う

、講りるい

法ト受は

）

工のけと。

人者付こ

精真履た第

授写た。
歴だ

が

精
授

工
人

、
規

法
係

関

む
合 含

場 を
る 習書 あ 実

）年 均
。 平
く ）
除 。
を

と

を
会

習

。 上
る月 以
す 点

間
時
講
受
の
そ
、
し

講
受

午

こららら

たかかか

数

のま５

を考午後

と選正

決で

る、ま

す上で時

証

す

面定

書

出書し条
取
目
科。

学る

畜第

前添家２

願を、の

以、良項

月し改１

３付
法第

に習殖び

内講増及

し催行項

帽開施２

脱会

定

上の則規

て日規に

半

日

定１

未
点

北

森す 海

る平保 道

。成

林
告安 法
示

年林 第

８の

昭
和

月

令
省
、
が

村立次経

アイウ庁

主主森間木の済
の林

伐伐林伐のと次部

採り図務

にと整に伐お

２３

書
明
証
得

係し備係

定１
安所立

る平保場指指

す

林定

予成

定木 定

の伐 あ８定施の で年予

る月森

受

を前和る

身日昭す

正ま
面で年講

北

森
道
海

林 家

告法 畜

示
第昭 牛

和 ） 道
海

北

人所

号在 年
第所

律場 法日

郡 第

幸 ）枝 号

歌

のと」課

本 ２

町 の

登 条

画森限す及及

るて計る

採採で林度るびび

伐伐
種を定は並。浜

にの町

はすめ、び次中

こ標の植と役

、るる次

りに

めと準と栽お場

定

期り方」備

なが伐おの

置

。き齢と法はえ

いで
上る期省い

る以す・、

林採 業

立

。

的件法

所方 要 日の目の

郡いの

岸つ害

厚に風

在
大図
町の

中次備

浜て防

号

養

第 師

律 精

法 授

年 工
成

会第

習） 講号

を

第

様
事

知

し２

講の

受条

項

別 ２

幌

の
定

、 規
に北
海か よ

一 道ら り

六 、知

三 次事

間略て

、 う

堀で よ

ま の

、覧

はも及し縦

木の。

の供

当と樹そに

、のび

。面る

立る図す

該す種

係

在関

所び）

の及。

木

示
字に

町を

市類

る書

す

限
厚に
字分

村部
静す

後
）

道野。

海原る

北床
知
・ 事
堀

の

住氏の項

い２

た第

の

よ

係に

関定

所名、規

で
えの

年添次

を、

類り

書

に

籍
本

月おう

てよ

保
を

ら 林

達か 安

也

指

市路

る釧

係道

に海

村北 １

町支

い保

願に

筆
也２
上

達以

。指

すを

生ま林

日し安



北 １２３

国 海

平 号 道

成 ） 土 作作作

告第 地 業業業

示理 種期地

年 第

８ 条 院 類間域

第 長

月 ２ か
号ら 公平岩

共成見日 項

北 海

北 ２３

石 海

平 号 道

成 ） 狩 作作

告第 川 業業

示開 期地

年 第

８ 条 発 間域

に 建

月 お 設
号部 平浜
成頓日 い

道 公 報

号１ 北

稚） 海

第平作 道

成業

内 町

告開 役

種 条 示発 所

に年類 第

お８

建 に

設 備

い月 部 え

公 て 号長 置
い準日共

第

立村立次

アイウ

木木 主主森間の
おの

のの 伐伐林伐と次

備係りと 伐伐 はと整に

択て計るとお 採採 、し
伐伐画森すり のの

号

指指
２３

平定定

成

施 十の 四業 年

目 八

沢の 、
規 次 測

に と ７、定 の 量年市
笠よ お 河月三

る り 川

知 本 横か、通 基 縦日市

あ 量 図平唄が 測 断ら美
、っ の 作成市

た 成

長

が ２村施。 ）年北実

別て
準 か

る 次 月す 、 ８用 ら 年町

同 の
り ら第 お か法 と 日

第 共 月条 公 ８

１

用測

か

をの ま量項 日測

次 覧る
、 縦す量

ら て

第点

と 供法準

の に同基
）

お す

り る

量項
測１

共 ）第
公 。条

で林る」 方限

実規
をの

法よを定は度。は

に採
。るる次省

るすめ、、

お、

と準とし

こ標の略

き齢との

で期りそ

が伐
。書

立上る係

る以す関

要

はも類

木の

月
三的件

十
日

防
の

で害
ま干

金備

曜

日

終 月

量
測

、
旨

でた

まし 日了
法

和
昭

北 るよ
すに

施定
実規 で

が知 測知道 、通海 旨る

堀 っ
法あ事 量

和。
昭た

通北 旨る
るよ

すに
施定

法あ知 量が道 測知海 、
っ事

和。堀 昭た

該す海

当と北

、のを

年

所支

の谷

木。宗

立る道

町林

市部

る済

す経

在庁

むと

第
律

法
年

に課

村務

増定

売）力り

２。地お

ば削法た

さを進め

り」
きる。

定

第

也 律
法

達 年

。昭

北

昭） 海

の平

都札

道

一成 市和 幌

告 圏 計部 示年 都

を年 第

次８

北 画市
の海 計

の月

也 第
律達 法

画

規に 北

都定備 海

にえ平

札札

道

よ置成

幌市 幌

告 圏計 圏

りい 示 都画 都

、て年 第

次一８

市法 市
計 計

に般月

定

町登

市歌

るび

係及
画

北

都し都

３

海

た平 道

都成

市 作

告

市

計 業

市 示画 地

計年 第

画８

法 域

の月計

類間
種期
業業
作作

１２

の和 人

法 株

年 項

公

第 会

律 式
社

の条 行６

銀第

洋）

北号

道

事第

種よ 号告 緑

改
第に

示 類地う日

市札正

村る 幌号 町す

昭

証
入

収
道

海
北 名市。

画掲の 号 第和 地
区げ縦日 一

市法 画市に 種年 計る覧

律町供

町がる 地第 本村す 街
中変。 再

事第

地し 発）

央更 開号

区た

）業都

昭

市 条

図 号和 赤
井書日

律 、し
法 村写

年 川の画

更北
第 音をの

町海

文設 第

礼建 ）

、道種 号

町部類

本成
基平

都 条

測
５
量年
一月
等

）月
量６
測ら

気か
磁日

規
の 中

項 項

１
定

表

道、

支 海り

北よ 該

に 当

進 属増

所 事力

に 知地

店

北さ
り

売
元

の
紙

対 す 堀 売
び

事及

知人

道き

海ば

の 項

石同画 ２
計 第

り

堀

写 て
の い

市書 お
図 に 狩

道 同
海 る

北 す
を 用
し 準

項
計市 ２

市 第

設 第
建 法

備 定
に名 規
課村 の
画町

、
い道 り

置海 よ
え北 に

の堀 掲
般 に
一事 次

て知

海
北

で
ま

日

縦 げ

一道

六知

四

所
達針 出

指 派策 る

堀
事

達き
ば

さ

含の

也次 を

を

指

也の
人

部
の課

画 項
計 ２

市 第
都 条

が
す 村

供達 町
に 市

覧 る

也
達

決。
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区負掛

収 損

平 益

成 計

十 算

四 表

年 の担

八 要

北 海

職理

合経 経人 組各

３４

位員 数別

の位 単

員単

理

、支

〃は収

道 公 報

当 員人 合組組給一 組
２

給 び月り 及た 合合 数料

料額料 員 給〃 員

第

方 地興
振地

３

公 力部
の課

員 進紙務

務 増別農

済 指おび

共 策と及

等 対
針り関

号

定

成
平策地

１２
月 月

８年域 年
日日名

月 旨

三
十 入日

短
分）金金

金

曜 期

日

お、

とは

の況

次状 業

長

り次
の ：務

。り

るお 期保 あと 短で

。 健る
あ

で

月

万 額の数百額 月
次種））） 、人円円 は

期期 と長短長 の：：：

る組 あ般 で一 り
お別期

は市

合 」係

組

員 。合

公
別省町

法

、備

和 のしに

昭 紙略村

と
指い

法 りの置

年 おそえ
は縦

第 針て

律

北覧

町
成磯

平上

海に号

津
月十

８新
年、

網
、

町
日川

期
業

務

宿
泊

貯
金

一
般
職

員
合
組
般
一

）
特
別

農す第

道供）

職

政る

告

食項

産３

道）第

部。条

、よ

室に

全定

安規

品の

北別
紋

、
市

走

係、

関り

保

堀
事
知
道
海市

健
泊

宿

付
貸

物
資

組
長

村
町

市
）

合
員

業市

農道

庁海

支北

定
特

に

道成合

海平組

北

１

市
職月る

村８す

町年属市

員成
職平
村
町

也
達

共

付
貸

金
貯 合月

組８
済年

位計

単
：
人
）

組
防

消
合
員

続
継

意
任

組共

済公

共日方

員８地

定体

合団町

款等
市

規道村

の海

条北

５
第

定

及
市

道 都
道海 海

北北

び日
合

職 組
済村

共

町 員
職市

基
資

物

一 礎 単

六 年 位

五

）払 円支 千金 ：

組
合
員
合

計

に町

、共部 き員一 づ職

基村
合組 成組務 平済事
合 年理等

員
要
の親

算合 決長

度事

成済

平

共 ら
か

組
告

算道公 決海

度北合

年

旨松

頼
依堀

載
登事

の知

を計 達

あ
が

。
る

す義

告
公貞

。也

た
っ



度 経期 年年

他そ次次前

他益 長 支

越 理損 度繰 の

払期 へ

北 海

人職礎

飲委支連老退基

給 会拠

払保金 者 食合年

付

材託健出

道 公 報

給役旅商

計付員

・

品

職費

支

第

期 経年年

利そ他前前前

支

越 及損 理度繰 の

度 息

ら払期 び他益 長 か

号

施基

平礎 設
成収
十

入年
四
年・金

八

備 入正 積

支付 準 繰修 給

金出金金損

立

出 込負 料拠・ 利拠

払金

費費息金金金金
担 出

）金与費入

出

務 給

仕

事

当正 積

収付 繰準 配修 給

金入金金金益

立 入備

商 月

品

交

三

付 十売

日上金

金

曜

日

一
六
六



合組組給 組
２

平 員

成

合料 合 数

十 及

四 び

年 員 給

八 料員月

北 海

道成 剰海平
北

余都
共８

又員月
職８ 金市年

済日 は

計

道 公 報

固繰流固

計

定延動定

負

第

差区流 ※

照

当の対

期借 引資 短貸
要 益

当の 利引表

期動 差
期

号

産計

資
定

固

月 月

三 額の

十 は数額

日 、

別 と円

の）万

次人百 種

お）

金

で一 り

曜

る般 あ

日

款
定 損海合 欠北組

組 。

第 金道
都
の 市条
規北 職定海

員に道

基都

債債

債

資資負負

づ市 共

産産）

利旨資

失

益 損

金）

金失分）産

）損産

短 欄
は
上
欄
は期 短

損
却

除

長 期

合
員

き職

合
組

長
市

済、員

組平共

成済
組 合
年合

の
算長

告決事

度理 公
要鳥

旨
を越

公

分
、
下
欄
は期 介

係
に業 護
る
差
引務 当
期員

組
防

消
定

特
合
員

る行

す
告忠

意
任

。
組

１
合
に
属市 す
る

保

益
利

損
失
）健 金

す宿 で
。

泊

合
組

続
継

員

地

合

方
公一 務部 員事 等

合
組
務

等
合

貯
金
貸

付

計

一
六
七

計

物
資
基

払 円支 千金 ：年 位礎 単
）



・

品

職食 費

役旅商飲委

員材託

北 海

そ他前前給

越

理度繰 の

度 経年年支

ら払期 他計付 長 か支

道 公 報

負掛施基利

金び

入年及

収

礎息 設 収

担・

第

３４
理益

合経損 経人区 組各
表
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入売付当

品

交配 商

）金金上 お、

とは

の況

次状旨 業

り次分

の 務

で

。り
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付
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付
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、わすに者企び

で問載

共体在

入ずる消が業所

見と税同消地

札、こ費
の業税

参積。等企費

に

税の免

すっ課体等

加も

業合事

者１事場税

るた

であ者

、当者で業

は月

さ に満
費りあっ申

消た

有
なた す下端

しれ 関以の

い金 る数

のに 件費あ

者額 条消が

た該 違等と し当 に税る

札額 しとは 入金 反」き

入うそ 、の たい、

財札。の

は）端 分 務

号 。当効
たな 。
り入

線単に 内下の札

以
）る 財価限

務の。 規

者 とのた 」限し 則制）

丁
３
西

内落 う囲を い範

道
海

北
目

一網

七走

二

書

税のるて出

務
総
庁

支

提

に約免そを

等契か、
す

る額事構出

係金税の

則、の数 の 規

課の業成

効扱額 に 第無取金 ５
相 といを

。

。
各るすり

す切 条当

低と 第最者 ）で札
のす 課
務

総
部

第格。
価る 条



２
等調北項

内下

査
の海指地に政

平 方 除道名お令

成 の自 排上競い第

十 治 雪川争て

四 条 対法 業合入準

年 の 施 務同札用

八 委象庁参す

北 海

査

雪成成

排平調平

除

１

業
事月に

の８度 の 務年年
お
目

業
概日的い

道 公 報

開れ開所開

は
事１２３

許

完成発る発及発

、平

区地許び 了

を名年

し年域域可氏可

。月は名受月

た８又の
工称け日

日区た及

第

北

都 海 登番十第

道市
十計 録号勝号

勝画
支法
庁 登平

告 録昭 成

示和 年第

号

道次成

海、平

北り
よ

種の
しり月

鈴お８

馬と年

ょ平

行 生成日

月 第 令 託舎加る

三 １ 契構希政

十 項 昭 約内望令

日 に 和 の等者第

指除」お

政 競雪い条い 年 名排と

４準 令 争業うのて

金

札委）第用 第 入務。

１す曜

。 加契あ項る 号 参託で

に政日

調北

要て

規令 以 業約っ

支

の発

次が

を道

査海

庁

施海

実北

りる

おす

と注

公

含の番

に者び

る上

す道

広広成

中帯帯平

ま住号

川
郡市地
卸９

本西方年

別

場日

上北市３

町条売月

本１

月年
号法 日

住帯丁

第
律

広目
６地第

西番）

市２号

条

１

所５第

南条

産
条翌

締ら
取か

売産
販年

年
例々

で
和ま

昭産

定第 下 者のて

北種
年の

を指、す
政 選名次
争要の 者 令 考競の条 る
第 な と る入件４ で 」 す

う 合に満２ い い 場札を
加しの と 。 の参た項 こ

い定 第 礎をて規 。 ） 基
資希

料望るに

同

北合

。川
とす者よ 条

海

告

川
上舎

道庁
６

吉山
永

長市

庁川

支旭

田条

目式十

別丁株

北
道９番社指

海番５会建

十の１第

勝内号取

支、締－
役 庁

長指

長番社号
佐

尾、令

山番藤

理定

広表規

氏帯代の
項

る

又業組よ

農事に

名市

次

協合

発

名合開

組瀬の

は同長

鈴北

海馬

に
為

称昭行

博

第集十

例ょ道

条し海

道
荷勝

者
第業長

）売庁

号販支

を
１録山

第登
条の尾

７

するとり の

項

る者す競

。る争 第
提
６

以。１入

法定納３おは出

な出提

２し類

人款税に、要書

写明定のなの

のの証規

い提

登
記し書す

５

構

一）
目

洋丁

名。除事技除

指る提
す

者雪上 出 競排業術排以

書 入業績名機４

争雪実

札者書簿械点

４

治

裕

篤
年つ
び経中際

法 以い及の調

済小に査

律 下て
第は

中、に産企資の 小当掲業業格

音中関
企該げ局等を 号

る

荷追樹更札す

集鹿大
、、、村工

地町町町内

３

域

シトを調中

施対
小 調月トョン実査

ル上で象
企 ラ 査分ベ以

タ をの）き者
業 ク 書）

等

規た
のし篤

提決ホるの

に
定。治

の海成。

へ北平と

札こ

参道

るに。出

を行８

加が年

簿
本税査げ限

謄道調掲期

に対る
の雪

しる者排

写係象除
の

・例械

）の特機

可も
すを

可用て

し適全

写を

参事保の

）

記状類

加類業別別有書
用

望要第第況の

希概記
査号号書紙

者調２３調

、書様様は

は
５式式別、

定記第海

に別））記北
様川

る１号上

め第４道

業中る長協有 ）方
提号

る ３ 等小要が同す法 第

はう合者 条 協企件行組

１ 組等、官法で 第 同業

需３る 項
合協適公第あ

と組し適条も 第
」同用

４が 号
い合な格第の ７
は。合号構 に
う又い組

掲員 げ
）協のに成 掲

。
協 ー

及業証

と例
同 シ 出算イ以こ特

るおル。

組 ョ すにー下

合 ベ

のてバ排

法 ル 日い、除

前こッ機

ホ昭 直、ケ雪

２のト械

イ和

ー

業査量と

ル年 営調容」
い

法 、

律 バ 年に

う

ッ 分す。 か第 ケ 度関

さ名日

除指１

排う月

ら

お

い入に

て争在

れ競現
す引

で関て

者にい

る札
と名き

こ指続

いるき

な

、に
は等
きス
とー

るリ
要用

該り
当よ

一 件意

七 をす

三

式支

るは
す合

明場
証る

務

類）総

書式）庁

出様

管

上課

道計

海会

北部

を

布

に配

長で

庁係

支財

川

る過 協
び組明げの る

提

組
小が有企半 業
中合を

のる組を 合
企次す業数

団いと合占

業

。びて 下
体ずき及め 以
組か協い

のれ

に該組と 業
織に業る 協

すすに。 合
関当合き 組
るるあ 」

る） ト

を号 容 当事
の方己第 量 該業立自）

２

３ 営実メの
ト任 方に

業績ー責 立条

ー定

度有ルに メ規

年を
て及い トす

がし）お
ダ用 以中

月いびて ルる

）企

満こン意 上小

にる

以
停年

。を２

たとプし

査
い調
ての

れこ
さ上

止
事

。る
とす
こ関
いに

な

書、

業

。

する

出す

の
類
書

の
類 い

法とっ と

と
の

も）

る はは う
律きて

の立

和２設 ）
昭、、 。
に

ラか等 ト

な。ト、業 、
ク、同 ク

場ッつ協 ラ

い
は業 タ組

合

務合 、ー る
い
で

ん
営

を



３４５

海海札入

仕入契北北入
札

説説条道道執

様札約
を幌育の

明明項札教行
所

場交示市庁場場

の書
場央画及所

所付す中企

及の

北 海

２

納納札の平を道

入次格
す行

達にい成有が

調
を入入参ず
に北こ指

す加れ年るう

物るも海と名

る期場す

品限所者該道。競

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札調ウ 教

に達イ お 育

り年付をル 委

一８すすス 員

般月るる対 会

事物策 競 教

争日項品ソ 育

第

た

８

出調以

提提の合

そこ場

ののはは の 先先査外

出

他札果

在入結 名
所、、

称地

号

平提
７

成郵出

平送書

成年の類
十９場の
四月合提
年は出
八

日

び場所区総び

日、先

で３部時北北

日所北務
西育道道

交条教海海

時

丁策幌別

時７政札庁

付

階

う中９

行目課市館

に

当告争

３用
北共

区

。央

る第札

仕必す示入

のに

に

様平北要

等成海なこ

道資と号関

９育はる

年教格。又す

構成名

札月庁平指

入
説

を 明日内

書年停

等フ
よ）海さ

に金北止

入 長

札のト 告

名ウ 示

以称エ 第

下及ア
び 号

北

い
と

」
札量式

入数一

名通
指を

。海

う

道

北郵電業知教 海便話者し

育

上号号選い

道番番のな

委 川定。
員 を 支

目 庁－会 的 － 総

教 と － 務
部す育 る 会旭

月平

三木成

十）

日

月
９

年
日

金

で
ま

曜

消
の

日

れ

目
丁

７室
西議

条会

印

い

第な

示い

。告て

る道
る
す
定
規。

にと

号こ

９

委

実育

を教

）道

の
品
物

相
長
育

。教

る会

す員

施

馬

長 が

課市、

計川

告

線 管永指 内

示

競

財山名

係６

争 条

入

１者

番加

１参

目の

丁札

限
に
の

も
る

あ
の

し

号と

。
る
け
付
け
受
り

こ約

捨税相者員る契

イ
あ一とに

て事当落での

る者る部。関

た業す札

購

額で金とかにす

金者

資
の
入

約開に入る

契要そ号ア

作げ金を

札 書掲札落額
算

時決 成る額加 のの札

も

８９
夫

秋

の入に

交便便札て

郵郵落財っ

びの札
規 等及者入

務 交

第 よ電決
則 付付に

し
名
指
て

場方る報定有

６７
う入 入保

。札

金札）説 札条 入以証入

保にを保第明 の 下 札

書 ７ 消 参納証

の 及

）

加付金

る

日場日

札札札

入開開

っ申税事

）あ額なを免

もか入たし事務

をるを

る者担

っ免札者出業を

事に、こが当

て税書は

るる

札業記落といす

落

す決たと組

価者載札。

の

とある定だき織

格で

速、、名

するこ後しは

のを。や落共称

るかと

るた

おに 要札係し

に定

てた び消金

い当 否他及
２て の税

、っ こ費額

規、 告の該

には 公等当

す札 定扱額

定入 に取金
円

資に る１

る書 めいに

を載 札未

格記 入

入に方効

る入 第 所法札よ法な 条

札に 項 入札 １
る 規 海海のは限 の 北北
札教所め。 定 道道場認

交いし よ

幌育でな） に
者 定

中企付。た り

市庁

証費

区総るを め

央画す

付 北か 税 しすの交 び条

こ付に 海ら 等 金よる納

と とと免関 道第 」 う

す 財 い す。除

者納ま事

う る、条る 務
方の

）則 は付で項

。規

相 、
額和 の等め

当昭 そ法定

を 者はる

時所時

年 含 の、と

同同

成にに

平
月
９。。

年じじ

者企び

で問か札同及

日

在

入ず消が業所

、わに

見税同消地

札、費共体

もの業税

参積等企費

に
た税の免

すっ課体等

加
約業合事

者契事場税

る
額であ者

、金者で業

は

有さ に満
費のあっ申

消

る数

なた す端

しれ 関の

のに 件あ

者額 条が

い金

反き た該 違と し当 にる

、の た、 札額 しは 入金

入そ 財札の

予

北務。落 た

は端 分 務

育と 価

条教者 定

３部札
制

丁策る の

７政す 格

西

、
で

内
囲

範
の

限

目課。

海 。 積方ろ
北 む 見地こ

規 の っ治よ 道 ） も自に

た法る 則 契施。

約行 分第

金令 の
額５号
昭 に。

当下

消和 相以

費
税年 す

前
午

及政 る財

時
分

一
七
四

るて出 税

か、書

税の提 の に免そを 分 等
係

事構出 る

則、数 の 規

課に業成す

効額 に 第無金 ５
相 とを

最

。
各るすり

す切 条当

規

び令 額務

を
格

価
の

低

上則

地第 以
方

第い

費） 入と

消号 の」

税札



２

平契札物

アイ落

平 成約名所に品

成 に在係等

十 年関称地るの

四 度す物名

年 北る品称

八 海事北北等

北 海

契一一

アイ

落落

約般般 札氏住札

の競競 者金

相争争 の名所額

手入入 円 氏
日東月をの

名１方札札

及

道 公 報

１

成

成札物パパ落平

平落
に品ーー札

年係等ソソを
ル定８

８るのナナ決年

品称ココし月

月物名ル

日等ンンた６

第

北

次 海

の 道

と 教

お

ここ入

育

り

のの札

庁

一

入公に

網

般

札告参

走

競

のの加

教

争

執内す

育 行容る

号

及 在札
入

名所の
こ

アイ
称地契

び

月 道務海海の

三 教を道道名

十 育担教網称

日

網す庁市び

庁当育走及

教組走７量

走る網北数

育織教条

金

告名局３

局の育西

曜

第及画目

示称企丁

日

告

び通京当決公
１び総

所事千りし

住商都た定

価続

式田単手

株代のた

目
丁

３
田

神
社外）

会区

ーー

名ュュ

のピピ日日

びの

及タタ

称

用
理

借処

量貸書

数賃文

入

道
海

北）

局

札

はは者

告 、予は道

に 示 公定、教よ 第 開で入
育り ４

落

すあ札

号 るり心庁 。、得札

網

更のを

変そ者

走 す他決
教

こ係し

る関定
育

調

北郵電、
は

約

と法た

号号手

道番番達

海便話

育続

教

の 庁

止

企－－停

画

等 － 総
務が
有 部北

２

号
９

番

地
在課

号所務

庁
育式式

教５

網
原

清
長
局
育
教台台 走

局

有の
が令。

告 り規

示

こ
る
す
知
。承

るを
得定

り

。
と

線 政札る 内 育道得

教海
策幌。

課市
中－
央

丁
７
西
条
３
北
区

般成約名所

一平契
アイ

に在 競
入度す

争年関称地

契一

アイ

平落落

約般 成札氏住札

の競 者金

手入

年の名所額円相争

３

夫
志
登

８氏

ー札

契札物パ落

アイ落

在係等ソを

約名所に品
ル定

関称地るのナ決

に
す物名

契一一平

アイ
落

約般般成 氏住札

の競競 金

相争争年

目

手入入度 円 名所額

者

ー札成札

パ落平落

ソを

北る

ル定８氏

ナ決年の

道務海海

の海事北北

札
育担教網

告教を道道

公

網北

網す庁市

庁当育走

育織教条

教組走７

走る
企丁

告名局３

局の育西

示称

及小北月を

月名１方札

市た定

日び林見当決

９

通のた

所式大りし

住株
丁）

６価続

社西単手

会

た

る品称コし

地
番
２
目

海海のピ日

事北北等ン

教網称ー

を道道名ュ

務
庁市びの

当育走及タ

担
走７量貸

る網北数賃

す
局３

の育西

織教条借

組
称企丁一

名

東月をの海

１方札札北

定告教

ヌ京当決公道

エ

た庁

ー港りし育

イ都た

続走

ー芝単手網

シ区の

ス目育

ー丁）教

リ５価
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